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ⅠⅠ 決算状況決算状況
20120111年年33月期月期 第３四半期第３四半期（（20102010年年1212月月3131日）日）
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Ⅰ 決算状況 事業部門別売上高構成比

10/12 3,414百万円
09/12 2,062百万円

【外側】
2011年3月期第３四半期

連結売上高
25,847百万円

【内側】
2010年3月期第３四半期

連結売上高
22,275百万円

その他その他 自動車関連生産設備事業自動車関連生産設備事業

FPD関連生産設備事業FPD関連生産設備事業

半導体関連生産設備事業半導体関連生産設備事業

物流機器及び
家電関連生産設備
事業（L&M ）

物流機器及び
家電関連生産設備
事業（L&M ）

10/12 7,635百万円
09/12 3,759百万円

10/12 5,912百万円
09/12 2,626百万円

10/12 5,256百万円
09/12 11,730百万円

10/12 3,628百万円
09/12 2,097百万円
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Ⅰ 決算状況 決算概要

－
＋342.0％
＋174.5％
＋28.5％

対前年比

増減率

600
800

1,000
43,000

2011年3月期

通期

予想

14,517
27,651

43
180
364

33,455

2010年3月期

通期

累計業績

２６，８６４

３８，１９４

４６３

５６８

６５４

２５，８４７

2011年3月期

第３四半期

累計業績

－△２３３四半期純利益

＋167.2％１４，２９４受注高

＋117.7％１２，３４０受注残高

－
－

＋16.0％

対前年

同期比

増減率

2010年3月期

第３四半期

累計業績

連結決算

△７５７経常利益

△５９９営業利益

２２，２７５売上高

決算概要決算概要

■ 売上高は、自動車関連及び半導体関連、家電・タイヤ関連が堅調に推移し増収。
■ 営業利益、経常利益、四半期純利益は、増収に加え一層のコスト低減により黒字化。
■ 受注高、受注残高は、各事業分野の市場回復と大型案件の受注確保により大幅に増加。
■ 堅調な業績回復により期末業績予想を上方修正。加えて期末配当予想を10円から15円に修正。

（単位：百万円）（単位：百万円）

16,313

8,234
6,487

20,922

12,943

8,334

16,967

26,864

11,024

0

10,000

20,000

30,000

売上高 受注高 受注残高

四半期業績推移四半期業績推移 （単位：百万円）（単位：百万円）

期末配当予想期末配当予想期末配当予想

11株あたり株あたり1010円円

11株あたり株あたり1515円円
１Ｑ１Ｑ ２Ｑ２Ｑ ３Ｑ３Ｑ １Ｑ１Ｑ ２Ｑ２Ｑ ３Ｑ３Ｑ １Ｑ１Ｑ ２Ｑ２Ｑ ３Ｑ３Ｑ
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Ⅰ 決算状況 営業利益の増減要因分析

（単位：百万円）

2009/12
営業利益

2010/12
営業利益

297 654

販管費
増

売上高
増加

による
損益影響

原価率
改善

△599

1,253



6

Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 連結売上高

事業部門別売上高の状況

＋65.6%3,4142,062その他

＋16.0%25,84722,275合計

＋103.1%7,6353,759Ｌ＆Ｍ

＋125.1%5,9122,626半導体

△55.2%5,25611,730ＦＰＤ

＋73.0%3,6282,097自動車

対前年同期比

増減率
2010/122009/12事業部門

単位：百万円
2009/12 2010/12

自動車関連設備は、北米メーカー向けの自動車関連設備は、北米メーカー向けの複数の複数の大型案件の売上大型案件の売上によりにより増収（増収（ ＋73.0% ））

ＦＰＤ関連設備は、国内向けの売上が低調であったことに加え、海外案件受注の遅れなどにより減収（ＦＰＤ関連設備は、国内向けの売上が低調であったことに加え、海外案件受注の遅れなどにより減収（ △55.2% ））

半導体関連設備は、市場の回復に加え、大型の製造受託案件の売上計上により大幅に増収（半導体関連設備は、市場の回復に加え、大型の製造受託案件の売上計上により大幅に増収（ ＋125.1% ））

Ｌ＆Ｍ関連設備は、タイヤ関連や家電関連が堅調に推移し、大幅に増収（Ｌ＆Ｍ関連設備は、タイヤ関連や家電関連が堅調に推移し、大幅に増収（ ＋103.1% ））

・・

・・

・・

・・

■■ ＦＰＤ関連は減収となったが、自動車関連、半導体関連、Ｌ＆Ｍ関連は大幅に増収。ＦＰＤ関連は減収となったが、自動車関連、半導体関連、Ｌ＆Ｍ関連は大幅に増収。

半導
体

22.9%

その
他

13.2%

Ｌ＆Ｍ
29.6%

ＦＰＤ
20.3%

自動
車

14.0%

半導体
11.8%

その他
9.2%

Ｌ＆Ｍ
16.9%

ＦＰＤ
52.7%

自動車
9.4%



7

事業部門別受注高の状況

14,294

2,030

3,006

3,266

2,601

3,389

2009/12

＋79.3%3,640その他

合計

Ｌ＆Ｍ

半導体

ＦＰＤ

自動車

事業部門

38,194

7,368

9,536

9,743

7,905

2010/12

＋167.2%

＋145.1%

＋191.9%

＋274.6%

＋133.2%

対前年同期比

増減率

単位：百万円

Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 連結受注高

2009/12 2010/12

自動車関連設備は、北米メーカー向けの大型案件およびアジア向け案件などにより大幅増加（自動車関連設備は、北米メーカー向けの大型案件およびアジア向け案件などにより大幅増加（ ＋133.2% ））

ＦＰＤ関連設備は、中国向けＦＰＤ関連設備は、中国向けのの大型案件大型案件等により等により大幅増加（大幅増加（+ + 274.6 %%））

半導体関連設備は、引き続き大型の製造受託案件を受注したことなどにより大幅増加（半導体関連設備は、引き続き大型の製造受託案件を受注したことなどにより大幅増加（ ＋191.9 %%））

Ｌ＆Ｍ関連設備は、家電関連、タイヤ関連などが引き続き好調のため大幅増加（Ｌ＆Ｍ関連設備は、家電関連、タイヤ関連などが引き続き好調のため大幅増加（＋＋ 145.1 %%））

・・

・・

・・

・・

■■ 全ての事業分野とも大型案件の受注等により好調を維持し、大幅に増加。全ての事業分野とも大型案件の受注等により好調を維持し、大幅に増加。

半導
体

25.0%

その
他

9.5%

Ｌ＆Ｍ
19.3%

ＦＰＤ
25.5%

自動
車

20.7%

半導体
22.9%

その他
14.2%

Ｌ＆Ｍ
21.0% ＦＰＤ

18.2%

自動車
23.7%
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事業部門別受注残高の状況

＋120.6%561254その他

合計

Ｌ＆Ｍ

半導体

ＦＰＤ

自動車

事業部門

12,340

3,039

1,979

4,193

2,873

2009/12

26,864

4,653

5,165

10,122

6,361

2010/12

＋117.7%

＋53.1%

＋161.0%

＋141.4%

＋121.4%

対前年同期比

増減率

単位：百万円

Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 連結受注残高

■受注高の大幅な増加に伴い、全ての事業部門とも増加。■受注高の大幅な増加に伴い、全ての事業部門とも増加。

2009/12 2010/12

半導
体

19.2%

その
他

2.1%Ｌ＆Ｍ
17.3%

ＦＰＤ
37.7%

自動
車

23.7%

半導体
16.0%

その他
2.1%

Ｌ＆Ｍ
24.6%

ＦＰＤ
34.0%

自動車
23.3%
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ⅡⅡ 市場動向および市場動向および
20120111年３月期業績の見通し年３月期業績の見通し
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Ⅱ 事業環境事業環境

国内では、エコカー補助金制度の終了後、事業環境は不透明な状況が続いているが、米国及び中国市場等は
好調であり、設備投資の拡大が期待される。

国内ではテレビの地デジ化に伴う需要が一巡し、製品価格の下落に伴うメーカーの設備投資意欲の減退も懸念
される。世界市場ではタブレット端末、スマートフォン向けの中小型パネル需要増による市場の高成長が続くも
のと期待される。

タブレット端末、スマートフォンなど電子デバイスの成長により半導体需要は堅調に推移する見込みであり、半
導体製造装置メーカーの設備投資も期待できる。

自動車関連事業自動車関連事業

ＦＰＤ関連事業ＦＰＤ関連事業

半導体関連事業半導体関連事業

太陽電池関連事業太陽電池関連事業

国内では余剰電力の買取制度などによって需要が拡大しており、欧米各国でも同様に補助政策により需要増加
が見込まれている。

Ｌ＆Ｍ関連事業Ｌ＆Ｍ関連事業

家電関連は引き続き、新興国需要が増加するものと見込まれる。タイヤ関連は、国内市場は今期なみの水準で
推移するものの、自動車販売が好調な米国、中国などでも更なる需要増加が期待される。

北米自動車メーカーの復活や半導体市場の回復を背景として、世界的に設備投資の拡大が期待
される。
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－600(1.4）201(0.7)398(2.7)43(0.1)
当期純利益 （率）

＋342.0％800(1.9）745(2.6)54(0.4)180(0.5)
経常利益 （率）

＋174.5％1,000(2.3）862(3.1)137(0.9)364(1.1)
営業利益 （率）

＋63.2％4,8002,5772,2222,941
その他

＋54.3％11,3005,2046,0957,322
Ｌ＆Ｍ関連

43,000

通期

半導体関連

ＦＰＤ関連

自動車関連

売上高
28,177

下期

8,283

6,576

5,535

11,300

8,800

6,800

14,822

上期

2011年3月期

＋155.0％3,0164,431

△39.4％2,22314,520

＋60.4％1,2644,240

＋28.5％33,455

前期比

増減率

2010年3月期

実績

（単位：百万円）

ⅢⅢ 市場動向および市場動向および20112011年３月期業績の見通し年３月期業績の見通し 業績予想

※※２月２月1010日に業績予想の修正を発表しました。日に業績予想の修正を発表しました。
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ⅣⅣ 参考資料参考資料
20120111年年33月期月期 第３四半期第３四半期（（20102010年年1212月月3131日）日）
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Ⅳ 参考資料

09/12期 10/12期 09/12期 10/12期 09/12期 10/12期

研究開発費 設備投資額 減価償却費

百万円

研究開発費・設備投資額・減価償却費

412

592

188

412

627
678

0

100

200

300

400

500

600

700

800
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ⅣⅣ 参考資料 事業部門別・地域別四半期推移（売上高）

6,615

2,110
1,025 1,197

3,032

1,654 1,361

2,896

3,562

2,253
3,841

1,539

879

977

1,244

1,192

575303

2,1421,330
463

2,364
689

7,128

2,7897,778

1,842

990

458

447 1,188

1,804

377

2,261

1,495

1,120

607
589

865

774

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2009/3  
4Ｑ

2010/3 
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2011/3 
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

事業部門別四半期売上高の推移 地域別四半期売上高の推移
百万円 百万円

7,023

3,641 4,086

6,149

322 484

1,743

1,621

2,300

2,409

2,246

144

61

95

3,8883179

5,821

10,378

357

1,135

1,594

4,144 3,619

1,141
1004

4,667

582

1,007

137

636

102

46

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2009/3  
4Ｑ

2010/3  
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2011/3 
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ

日本 アジア 北米 欧州

16,472

12,198

4,586

5,490

16,472

12,198

4,586 5,490

11,179 11,179

6,487 6,487

8,334 8,334

11,024 11,024
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ⅣⅣ 参考資料 事業部門別四半期推移（受注高・受注残高）

559 392

5,366

2,145

1,222

1,064

693
7,984

2,207

4,084

3,244

5,442

3,411

1,753

2,203

729

960

1,208

1,044

1,387

2,178
899 1,354

311

727
652

4,230

794

1,367
2,268

575323
422

1,356

1,127 834
815802

670

558

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2009/3
４Ｑ

2010/3
１Ｑ

2Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2011/3
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

事業部門別四半期受注高の推移 事業部門別四半期受注残高の推移
百万円 百万円

1,580 1,901

6,579 6,361
4,193 5,673

5,169

10,122

2,094

4,817

5,165

4,920
6,077

3,988

4,653

286

335

366

561

1,587
2,084

1,157
2,873

13,322

5,634
6,196 5,081

771

1,338

899
1,979 1,542

2,8032,366

3,793
3,039

254

304223

565

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

2009/3 
4Ｑ

2010/3 
１Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2011/3 
1Ｑ

２Ｑ 3Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

3,535
3,022

3,687

7,584

20,321

11,145
10,246

12,340

13,356

14,517

8,284
16,313

12,943

20,922

16,967

26,864
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ⅣⅣ 参考資料 主要指標

16,003 16,367 16,41616,40716,302

31.6%31.7%
31.3%31.1% 31.4%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

09/12/31 10/3/31 10/6/30 10/9/30 10/12/31

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

自己資本 自己資本比率

たな卸資産・たな卸資産回転日数

有利子負債残高・D/Eレシオ・Ｎｅｔ D/Eレシオ 自己資本・自己資本比率

売上債権・売上債権回転日数

百万円

百万円

19,41521,389 20,370 20,138 20,949

1.21.3
1.3

1.21.2

0.60.6

0.8 0.80.7

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

09 /12/31 10/3/31 10/6/30 10/9/30 10/12/31

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

2.4

有利子負債残高 D/Eレシオ Ｎｅｔ　D/Eレシオ

百万円

5,9094,997 5,695 6,3103,764

7062
47 48 60

0

5000

09/12/31 10/3/31 10/6/30 10/9/30 10/12/31

0

20

40

60

80

100

120

たな卸資産 回転日数

日

15,4139,239 17,275
15,802 16,005

164
134123

205 184

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

09/12/31 10/3/31 10/6/30 10/9/30 10/12/31

0

50

100

150

200

売上債権 回転日数

倍

百万円 日

注）売上債権回転日数、たな卸資産回転日数については、各四半期の期中平均値にて算出しております。
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本資料のお取扱い上のご注意

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時

点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、

経済動向、他社との競争状況、為替レートなど潜在的なリ

スクや不確実性が含まれています。そのため、事業環境の

変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記

述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることが

あることをご承知おきください。


